
戦争体験証言を用いた教材開発ワークショップ 

2022 年 8 月 22 日 

琉球大学教育学部 山口剛史 

 

「南城市の沖縄戦 証言編大里」を使って、教材をつくってみよう 

 

みなさん、こんにちは。琉球大学教育学部の山口です。社会科教育、平和教育が専門です。

今日は、短い間ですがよろしくお願いします。 

 

【今日の流れ】 

はじめに 

 

第 1 部 1310～1430 

「沖縄戦の時、瑞慶覧長方さん・シゲさんはどうやって生き残ったのか」を体験する 

・2021 年馬天小、2022 年船越小で実践したものをみなさんに体験していただきます。 

・本教材は、山口がつくっていたものをベースに学生、米須清貴先生、山城彰子さん、山

内優希さんと共同で作成したものです。 

・教材のポイントなどは、授業後に解説します。 

 

第 2 部 1440―1650 

「南城市の沖縄戦 証言編大里」を使って、ワークシート型教材をつくってみよう 

・今回、3 人の体験を準備しました。この中から 1 人選んでグループをつくって教材化して

みましょう。 

・教材をつくるポイントは以下の 2 点です。 

 １証言読み解き、証言のみを素材とした教材とする。 

２子どもと一緒に証言を読みながら、子どもが疑問をもつ、葛藤を体験するような問い

をつくる 

・1600 をめどに教材を作成し、作成した教材を共有、交流します。 

 

おわりに 

 


